
　
平成27年度 がんプロフェッショナル養成基盤推進プラン

「がん患者コーディネーター養成コース（インテンシブコース）」－講義日程－

期間：平成27年9月19日（土）～平成27年12月 H27.6.4現在

№ 講義月日 時限 講 義 内 容 担当教員 所属等

1 H27.09.19（土） 1・2
ガイダンス

がんとは、がん治療の現状（総論）

中 島 恵 美 子

古 瀬 純 司

杏林大学大学院保健学研究科
成人看護学教授
杏林大学大学院医学研究科
腫瘍内科学教授

2 H27.09.19（土） 3・4
がん看護の対象となる患者とその家族の理解と支
援方法

中 島 恵 美 子
杏林大学大学院保健学研究科
成人看護学教授

3 H27.09.30（水） 1・2 高齢者のがん診療 長 島 文 夫
杏林大学大学院医学研究科
腫瘍内科学准教授

4 H27.09.30（水） 3・4 化学療法を必要とするがん患者の看護 新 田 理 恵
杏林大学医学部付属病院
がん化学療法看護CN

5 H27.10.3（土） 1・2 がん患者の抱えるストレスと危機に対する援助 加賀谷 聡子
杏林大学大学院保健学研究科
成人看護学教授

6 H27.10.3（土） 3・4 放射線療法を必要とするがん患者の看護 鈴 木 理 恵
山形大学医学部附属病院
がん看護CNS

7 H27.10.8（木） 1・2 がん治療を受ける患者の倫理調整 坂 元 敦 子
杏林大学医学部付属病院
がん看護CNS

8 H27.10.8（木） 3・4 援助関係におけるサイコダイナミックス 浅 沼 奈 美
杏林大学大学院保健学研究科
精神看護学教授

9 H27.10.17（土） 1・2
がんのリハビリテーション
―骨髄移植を受ける患者のリハビリテーション―

吉 井 真 美
杏林大学保健学部
成人・高齢者看護学講師

10 H27.10.17（土） 3・4
緩和ケアとは
がん治療における諸症状の緩和に必要とされる援
助

量 倫 子
杏林大学保健学部
成人・高齢者看護学講師

11 H27.10.27（火） 1－5

12 H27.10.28（水） 1－5

13 H27.11.4（水） 1－5 リンパ浮腫の治療とケア（講義・演習） 佐藤 佳代子
後藤学園附属リンパ浮腫研究所
所長

佐藤 佳代子
後藤学園附属リンパ浮腫研究所
所長

穴田 佐和子
後藤学園附属リンパ浮腫研究所
研究員

佐藤 佳代子
後藤学園附属リンパ浮腫研究所
所長

穴田 佐和子
後藤学園附属リンパ浮腫研究所
研究員

16 H27.11.21（土） 1・2 子どものがん 石 川 福 江
杏林大学大学院保健学研究科
小児看護学教授

17 H27.11.21（土） 3・4 緩和ケアチームにおける疼痛管理の実際 窪 田 靖 志
杏林大学大学院医学研究科
麻酔科学講師

18 H27.11.26（木） 1・2 退院支援 加 藤 雅 江
杏林大学医学部付属病院
ソーシャルワーカー

19 H27.11.26（木） 3・4 緩和ケアにおける症状コントロール 伊 藤 祐 子
杏林大学医学部付属病院
緩和ケアCN

20 H27.11.27（金） 1・2
在宅における緩和ケアと看取り
在宅療養におけるコーディネーター
（在宅療養移行時に必要な看護支援）

大金 ひろみ
杏林大学大学院保健学研究科
基礎・在宅看護学准教授

21 H27.11.27（金） 3・4 ホスピスにおける緩和ケアと看取り 近藤 百合子
桜町病院聖ヨハネホスピス
緩和ケアCN

22 H27.12.4（金） 1－5
円滑なコーディネートの方法
①および②について実践の振り返り

浦 山 絵 里
ひとづくり工房esuco代表
ナースファシリテータ

23 H27.12.11（金） 1・2
事例検討
インテンシブコースのまとめ

中島 恵美子
杏林大学大学院保健学研究科
成人看護学教授

看護・医学教育研究棟　２０２号

1時限　　9：10　～　10：40

2時限　 10：50　～　12：20

3時限　 13：10　～　14：40

4時限　 14：50　～　16：20

5時限　 16：30　～　18：00

15 H27.11.6（金） 1－5 リンパ浮腫の治療とケア（講義・演習）

コーディネーターとは
円滑なコーディネートの方法
　①コミュニケーションスキル
　②ファシリテーションスキル

浦 山 絵 里
ひとづくり工房esuco代表
ナースファシリテータ

14 H27.11.5（木） 1－5 リンパ浮腫の治療とケア（講義・演習）


